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市民ワークショップの企画と開催① 
ワークショップの概念とその目的 

ＪＲ烏山線を基軸とした地域交流の拡大に向けた取り組み 
～『烏寶線鉄道唱歌』の解明成果と『地域資源回遊マップ』の製作過程を踏まえて～ 
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 『烏寶線鉄道唱歌』はこれまで流布していない資料であり、その解明を通してJR烏山線沿線の自然および人文に係わる地域様態の推
移と変容を把握するとともに、地域の本質・その土地の根底にある“根っこ”の部分を掘下げながら、地域の魅力情報を把握する材料に
なり得るものである。この唱歌の解明成果を踏まえ活用手法の検討を行い、その活用として『JR烏山線を基軸とした地域交流の拡大』
に向けた取り組みを行うこととした。この取り組みは、地域を構成しこの土地で暮らす地域のみなさんと一緒に、地域の未来を見つめる
取り組みであることを基本にしている。そこで、市が有する地域資源（地域の魅力・地域の誇り）を共有することを目的に、市民ワーク
ショップを開催することとした。ワークショップとは、課題解決の一手法として近年盛んに実施されており、参加者の多様な異なる意見
をまとめる（合意形成する）ための手法である。今回は、『烏寶線鉄道唱歌』の発掘とその解明成果を踏まえ、地域交流機会の拡大に向
けた具体的な活用手法を検討することが目的である。そのため、市民ワークショップを3回開催し、①『烏寶線鉄道唱歌』の周知と浸透、
②昭和5年当時の地域資源の確認と現代の地域資源の抽出、③『現代版鉄道唱歌』制作の検討を行った。 

図2 今回のワークショップの考え方 

 
 
 

■第1回：市民に向けた『烏寶線鉄道唱歌』の周知と浸透 
 ■実施内容（以下の内容について情報収集を兼ねたヒアリングを行う。） 

  ①同唱歌が生まれた背景や歌詞の裏付け。 
  ②歌詞から読み解く昭和時代の烏山地域の風景とは。 
  ③昭和時代の烏山線とは? 
   または、それにまつわる江エピソードや具体例など。 
  ④唱歌が制作された当時の烏山を代表する地域資源や産業など。 
   また現代までにどう変化したか。  

 
 

■第2回：『現代の地域資源の抽出』 
   ■実施内容 
   ①現代の烏山線沿線地域の地域資源の抽出。 
   ②「これこそ烏山の地域資源！」と思われるものの提案。 
   ③上記①②で挙げられた地域資源にまつわるエピソードの収集。   

 
  

■第3回：“現代版烏山線鉄道唱歌』”の検討 
   ■実施内容 
   ①歌詞に組み込むべき要素として、地域資源はじめ地名 
    ・景観・歴史および文化情報などを選定 
   ②取り上げる資源等を読み込む際の内容を検討 
   ③選定した要素を“現代版烏山線鉄道唱歌”の文脈構成の検討 

＜市民ワークショップの様子 市役所烏山庁舎＞ 

市民ワークショップとフットパスが、県民文化課発行の『協働
のひろば』（平成27年12月22日）にも取り上げられました。 
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